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要
本研究は4年制看護大学生の自己教育力と最終希望進路選択の学年による差を調査したものである｡A大学看護学
科の245名を対象に､信頼性と安当性が確保された自己教育性調査票 (梶田ら,1994)の自記式質問紙をもとに表現の
修正を行った用紙を作成し､自己教育性 (1因子 :自己発達志向､2因子 :自己統制志向､3因子 :自己の安定)と､
看護師 ･保健師を目指す意欲の変化が自己教育力に影響すると考え､卒業後の進路希望調査を実施した｡調査に際し､
対象者へは目的､データの取り扱い､個人が特定されることは無く､調査に参加しなくても不利益を被らないことを
説明し同意を得た｡データは各項目の学年の自己教育力得点と因子間の差､学年間の差を統計的に分析した｡
その結果､学生の自己教育力は､｢将来､他人から尊敬される人間になりたい｣｢他人にばかにされるのは､がまん
できない｣｢他人から欠点を指摘されると､自分でも考えようとする｣｢何をやってもだめだと思う｣｢自分にもいろい
ろ取り柄があると思う｣の5項目に学年間の有意差があった｡自己教育力合計点と第1因子､第2因子､第3因子得
点の学年差はなかった｡また､4年次の最終希望進路は､看護師希望者が最も多く､看護師を目指す意欲は2-3年
生にかけて一度減少し､4年生で再び増加していた｡
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Ⅰ.緒 看
看護基礎教育において､看護学士課程のめざす能力と
して ｢個人の健康に関わる諸問題の解決に必要な知識を
自ら学ぶ｣｢保健医療の現実を批判的に吟味し､建設的
な対案を自ら考える｣と学生が自ら学ぶ力を身につける
ことの重要性を説いている (樋口,1994)｡看護職は､
状況に応じて自ら判断して看護する場面が多く存在する
ため､その原動力となる自ら学ぶ力､すなわち自己教育
力を身につけることは非常に重要だといえる｡自己教育
力は､どんな変化がおきてもその変化に主体的に対応し
て生き抜いていける能力､態度であり (河野ら,1984)､
Ⅰ.成長 ･発展への志向 (達成 ･向上の意欲)､Ⅱ.自
己の対象化と統制 (自己の認識と評価の力)､Ⅲ.学習
の技能と基盤 (学び方の知識と技能､基本的な知識 ･理
解 ･技能)､Ⅳ.自信 ･プライド･安定感の4側面から
捉えるとしている (梶田,1994)0
看護学生が卒業後にも､適切な判断のもとに看護を実
践するには､学生生活中から能力を磨き続けなければな
いと考える｡自己教育力関連の研究は自己教育力を測定
する尺度の検討や (西村 ら,1995)､看護専門学校生､
看護短大生､看護大学生を対象に自己教育力の形成につ
いて報告がされており (酒井,2000)(西村,200)､自
己教育力の習得とその育成のための支援の必要性が強調
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されており､概ね学生の学年進行とともに自己教育力が
発達していることがわかる｡
A大学では近年､看護師になることや医療 ･保健領
域で働くことへの興味 ･関心の低下を理由に進路を変更
する学生が増えている｡卒業後の目標の喪失は､学習意
欲の低下につながり自己教育力にも影響すると考え､(∋
看護大学生の自己教育力の学年による違い､(参看護師 ･
保健師として医療 ･保健領域への就職を目指す意欲の変
化を知る手立てとして最終希望進路､卒業後の進路決定
時期を明らかにすることを目的に調査した｡
Ⅱ.研究方法
1.調査対象
A大学看護学科の学生245名 (1年60名､2年60名､
3年70名､4年55名､編入生を除く)0
2.調査方法 :無記名自記式質問紙による調査
3.調査期間 :2001年7月～2001年9月
4.調査内容
1) 対象の属性について :学年､年齢､性別｡
2) 進路希望について :大学卒業時の希望進路､A大学
への入学を意志決定した者､卒業後の進路について考
える頻度､卒業後の進路を決定する時期｡
3) 自己教育力について
｢自己教育性調査票 (梶田ら,1994)｣をもとに看護教
育に携わる教員､臨床指導者と共に検討した､看護学
生の自己教育力に関連するⅠ.成長 ･発展への志向､
Ⅱ.自己の対象化と統制､Ⅳ.自信 ･プライド･安定
感の3側面から各10項目ずつ30項目を抽出した｡回答
は｢はい｣｢いいえ｣の2件法記入で､｢はい｣に1点｢い
いえ｣に0点の配点 (ただし､逆転項目では逆の配点)
とした｡また本調査は大学生を対象にしたため､｢私は､
自分の志望する学校 (高校､大学など)に､何とか入
学したい｣を ｢私は､自分の希望するところ (就職先､
進学先)に､何とか入りたい｡｣に変更した｡
5.データ分析方法
データは卒業時の希望進路､A大学への入学意思決定
者､卒業後の進路について考える頻度と時期､自己教育
力項目別質問内容は単純集計し､自己教育力の学年比較
は､SPSS10.1forWindowsを使用してx2検定､自己教
育力を3因子に分類して学年別に比較しF検定を行った｡
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6.倫理的配慮
研究者が所属する施設の研究倫理規定に則り､(∋対象
者に調査の目的､(参個人が特定されないこと､③結果は
本研究以外に使用しないこと､④調査協力は自由であり
調査に参加しないことで何ら不利益を被ることはないこ
と､(参質問紙の捷出をもって同意を得られたものとする
ことを口頭で説明した｡
Ⅲ.結 果
1.評価票の信頼性
内的整合性についてクロンバックα係数を求めた結果
0.68であり､質問紙の信頼性と妥当性は確保された｡
2.対象者の背景
調査対象245名 (1年生60名､2年生60名､3年生70
名､4年生55名)中､212名の回答を得た (回収率は
86.5%)｡対象者212名の内訳は､女子学生203名 (95.8%)
男子学生9名 (4.2%)､年齢は18-25歳で平均年齢は
20.03歳 (SD1.3)であった｡入学形態は212名全員が1
年次からの入学で､入学背景には､学士入学者が1名と
仮面浪人し大学中退後入学者が1名､浪人後入学者と留
年者と休学者が計10名 (4.7%)含まれていた｡
3.看護大学生の卒業後の進路選択について
1) 最終希望進路
卒業時の進路希望は全学年では､看護師103名
(48.6%)､保健師32名 (15.1%)､助産師18名 (8.5%)､
養護教諭12名 (5.7%)､専門看護師12名 (5.7%)､看
護教員10名 (4.7%)､認定看護師6名 (2.8%)､看護系
研究者5名 (2.4%)､看護管理職2名 (0.9%)､看護
行政職1名 (0.5%)､看護職として開業 1名 (0.5%)
であり､看護職以外は10名 (4.7%)であった (図1)0
学年別の最終希望進路は､各学年とも看護師希望者が
最も多かった｡しかし､看護師を希望する割合は2-
3年生にかけて減少し､4年生で再び増加していた｡
保健師希望者の割合は2年生で少なく､助産師希望者
と専門看護師希望者は3年で一時的に減少していた｡
看護職以外を希望するとの回答は､看護行政職希望者
が3年に1名､看護職として開業希望者が1年に1名､
看護管理者希望者が2年と4年に各1名いた｡看護職
以外の進路希望は芸術家､主婦､免疫か癌の研究者な
どであった｡
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図1 全学年最終希望進路 (%)
2) 卒業後の進路について考える頃度
卒業後の進路について考える割合は､学年進行に
伴って ｢常に考えている｣と回答した学生が多く､特
に4年生は52.1%(48名中25名)を占めた｡｢時々考
えている｣と答えた学生は､1年生は78.2% (56名
中44名)､2年生は80.9%(48名中38名)､3年生は
68.9%(61名中42名)､4年生は47.9%(48名中23名)
であった (図2)0
図2 卒業進路について考える頻度
3) 入学の意志決定者
最終的にA大学への入学の意志を決めたのは､自
分自身で決めた学生は208名 (98.1%)､自分以外の意
思で決めた学生が4名 (1.9%)であった｡自分以外
の意思決定者は､家族､親戚であった｡また卒業後の
進路の意志決定者は212名 (100%)が自分自身と回答
した｡
4) 卒業後の進路決定時期
進路の決定時期は､全体で約半数が3年生の3月ま
でに決定したいと回答した｡各学年で累積50%を超え
る時期は､1年生が3年10月､2･3年生で3年生の
3月であるのに対し､4年生は4年生の7月であった｡
つまり､卒業後の進路決定時期は､学年進行に伴って
遅くなる傾向にあった｡累積率曲線は､1年生は徐々
に上昇しているのに対し､4年生は急激に上昇する特
徴があった｡2･3年生は3年生の3月から同じよう
な曲線であった (図3)0
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図3 希望進路決定時期
3.看護大学生の自己教育力
1) 全学年の自己教育力の傾向
各学年の自己教育力について質問項目をみると｢19.
自分の希望するところに何とか入りたい｣｢11.他人
から欠点を指摘されると､自分でも考えようとする｣
｢4.自分の能力を最大限に伸ばしたい｣｢13.自分がや
りはじめたことは､最後までやりとげたい｣が､それ
ぞれ85%を超えていた｡一方､｢3.今のままの自分で
はいけないと思うことがよくある｣｢20.疲れていると
き､何もしたくない｣｢9.時々自分がいやになる｣は
低率であった (表1)0
2) 各学年の自己教育力の傾向
各質問項目の学年比較についてx2検定を行った結
果､有意差があったものは5項目であった(表1)｡｢1.
将来､他人から尊敬される人間になりたい｣は3年生
が他学年より高い傾向にあった｡｢11.他人から欠点
を指摘されると､自分でも考えようとする｣は1年生
と3年生全員が ｢はい｣と回答した｡｢6.他人にば
かにされるのは､がまんできない｣は2年生が低い傾
向にあった｡｢12.何をやってもだめだと思う｣は1年
生が高く､2年生と3年生が低い傾向にあった｡｢30.
自分にもいろいろ取り柄があると思う｣は4年生が
高く､1年生が低い傾向にあった｡先行研究 (松田,
1993)をもとに調査票を3因子に分類し､1因子 (9
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表1 自己教育力調査で ｢はい｣と回答した率
(鶴)
分類A) 賞同内容 1年 2年 3年 4年 全学年｣_.___二二二_二二二二一二
n=56 n=47 n=61n=48 n=212
1 1.私は､将来､他人から尊敬される人間になりたい｡
1 4,私は､自分の能力を最大限にのばすよう､いろいろ車力したい｡
1 7.私は､たとえ位められなくても､自分の目標に向かって努力したい｡
1 10,私は､自分でなければやれないことをやってみたい｡
1 11.私は.他人から欠点を指摘されると､自分でも考えてみようとする｡
1 13.私は､自分がやりはじめたことは､最後までやりとげたい｡
1 16.私は､社会に出てから良い仕事をし.多くの人に駄められたい｡
1 17.私は､腹が立ってもひどいことを言ったりしないように注意している｡
1 ●28.私は､人の一生は括局偶然のことで決まると患う｡
1 29.私は､いやになった時でも､もうちょっとだけ､もうちょっとだけ､
とがんばろうとする｡
73.2 70.2
96.4 95.7
91.1 89.4
92.9 87.2
100.0 93.6
87.5 95.7
75.0 78.7
76.8 74.5
57.1 61.7
66.1 57.4
91.8 75.0
95.1 87.5
91.8 79.2
82.0 87.5
100.0 89.6
96.7 85.4
91.8 79.2
83.6 83.3
59.0 58.3
72.1 56.3
??????? ??????????? ?????
?? ?? ????
??
2 2.私は､自分のよくないところを自分で考え止すよう､いつも心がけている｡
2 5.私は､自分の考えや行動を批判されても腹を立てない｡
2 6.私は､他人にばかにされるのは､がまんできない｡
2 ●20.私は､疲れているとき何もしたくない｡
2 ●26.私は､ちょっとしたことがあると､すぐに不機嫌になる｡
87.5 83.0
21.4 36.2
64.3 38.3
14.3 8.5
53.6 42.6
86.9 77.1 84.0
39.3 37.5 33.5
65.6 45.8 54.7 0.009"
16.4 10.4 12.7
41.0 56.3 48.1
3 ● 3.私は､今のままでの自分ではいけない､と患うことがよくある｡
3 8,私は､自分のよいところと悪いところがよくわかっている｡
3 9,私は､ときどきい自分がいやになる｡
3 ●12,私は､何をやってもだめだと患う｡
3 14,私は､できるだけ自分をおさえて､他人にあわせようとしている｡
3 ●15.私は､自分のことをはすかしいと思うことがある｡
3 18.私は､今の自分が幸せだと患う｡
3 19.私は､自分の希望するところ(就職先､進学先)に､何とか入りたい
3 21.私は､自分のやる雷に自信を持っている方だと患う｡
3 22,私は､いったい何のために勉強するのだろうか､いやになることがある｡
3 ●23.私は､テレビを見てしまって､勉強がやれないことが多い｡
3 24.私は､生まれ変わるとしたなら､やはり今の自分に生まれたい｡
3 ●25.私は､ぼんやりと何も考えずに過ごしてしまうことが多い｡
3 27.私は､今の自分に溝足している｡
3 30.私は､自分にもいろいろ取り柄があると患う｡
3.6 0
58.9 72.3
10.7 19.1
91.1 74.5
39.3 40.4
28.6 21.3
80.4 68.1
98.2 97.6
28.6 42.6
42.9 31.9
42.9 23.4
42.9 48.9
25.0 21.3
21.4 40.4
75.0 91.5
1.6 4.2 2.4
62.3 45.8 59.9
ll.5 14.6 13.7
72.1 89.6 81.6 0.014*
34.4 35.4 37.3
23.0 41.7 28.3
62.3 60.4 67.9
95.1 100.0 97.6
31.1 31.3 33.0
41.0 50.0 41.5
27.9 43.8 34.4
41.0 43.8 43.9
34.4 18.8 25.5
32.8 31.3 31.1
85.2 95.8 86.3 0.012+
●逆転項目:｢いいえ｣に自己教育力ありと判定
A)松田の分類 1因子:自己発達志向 9項目
2因子:自己統制志向 6項目
3因子:自己の安定 15項目
項目)を自己発達志向､2因子 (6項目)を自己統制
志向､3因子 (15項目)を自己の安定と命名した｡各
因子の得点と3因子合計点(自己教育力合計点とする)
を学年別に比較しF検定を行った結果､自己教育力合
計点､各因子の得点に学年間に差はなかった (表2)0
表2 学年別の自己教育力得点
全学年 1年 2年 3年 4年
n=212 ∩=56 ∩=47 n=61 n=48
1因子 7.56士1.50 7.50±1.41 7.47士1.72 7.92士1.52 7.25士1.30
2因子 2.97±1.26 3.07±1.31 2.86il.05 3.21±1.19 2.83土1.43
3因子 6.84±2.52 6.89i2.46 6.94±2.43 6.65±2.64 7.06±2.57
合計点 17.37士3.8117.46j:3.8317.06j:3.3817.69±4.0917.15±3.88
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x2検定 *p<0.05 日 p<0.01
Ⅳ.考 察
1.最終希望進路選択の学年変化
A大学のカリキュラムは､1年生は一般教養科目中
心で､2年生前期から地域看護学関連科目が始まり､2
年生後期-3年生にかけて母性看護学関連科目が開講す
る｡2-3年生で看護師希望者が減り､保健師や助産師
の希望が増加していたが､これは授業時期が影響してい
ると考えられる｡1995-1996年に全国40校の看護系短
期大学生 (3年課程)2003名を対象とした研究 (佐藤ら,
1999)では､看護師希望者が49.8%と最も多かった｡本
研究は4年制大学生を対象としているが､看護師希望が
全学年で48.5%とほぼ同様な傾向を示したが､保健師 ･
助産師の希望者は､既報の調査 (佐藤ら,1999)より少
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なかった｡今後､専門看護師 ･認定看護師 ･看護系研究
者 ･看護教員などは､大学教育を経験した学生に増える
かもれない｡大学入学動機と看護職の専門性を高めよう
とする姿勢の関連性については今回調査をしていないの
で､今後検討したい｡
2.卒業後の進路決定時期の学年による違い
学生が卒業後の進路について考える頻度は学年の進行
に伴って多くなり､卒業後の進路決定時期は､学年進行
に伴って遅くなる傾向にあった｡これはA大学では4
年生の臨床実習が､4月～7月と9月～10月に実施さ
れるため､調査期間 (7月～9月)は4年生にとって実
習､就職や進学の準備､卒業研究と余裕のない時期であっ
た｡4年生は進路決定時期の質問を具体的かつ現実的に
解釈しているため､自身のおかれた状況と就職事情を併
せて検討し､遅くなったと推測できる｡また､4年生が
卒後進路について ｢常に考えている (52.1%)｣と回答
したのに対し､1-3年生は､進路についてほとんどの
学生が ｢時々考えている｣程度であった｡4年生に比べ
看護専門科目の開講 ･受講科目､臨床実習経験の少ない
ことから､将来に向けた希望を具体的に描くまでに至っ
ていないことが窺える｡
また､進路を3年生の3月までに決定していたいとし
ながらも､現実的には4年生になり就職 ･進学の募集締
め切り近くまで進路の決定ができず､悩み､最終決定し
ているのではないかと思われた｡卒業後の進路指導や就
職説明相談は､現実的な募集の時期を踏まえ､また学生
が望んでいる時期に合わせて行うことが望ましいと考え
る｡
3.4年制看護大学生の自己教育力の学年による違い
4年制看護大学生と看護専門学生を対象とした研究
で､大学4年生は1-3年生に比べ ｢16.社会に出てか
ら良い仕事をし､多くの人に認められたい｣｢1.他の
人から尊敬される人になりたい｣｢10.自分でなければ
やれないことをやってみたい｣｢4.自分の能力を最大
限生かすように努力したい｣の4項目が低い傾向であっ
たと報告されている (岩永,1996)が､本調査では項目
16､10､4については同様の傾向が確認できたが､｢1.
他の人から尊敬される人になりたい｣は､1･2年生よ
り高得点であり､先行研究との差が見られた｡これは先
行研究の対象大学との授業内容､対象者の特徴､調査時
期などの違いなどがその要因になっていると思われる｡
また看護短期大学2校を対象とした研究 (森ら,1992)
では､最終学年3年生の自己教育力の因子構造は1-2
年と異なる傾向を示した.本調査では､x2検定で学年
間に差はみられたのは5項目のみで､最終学年4年生が
他学年と異なっていたのは ｢30.自分にもいろいろ取り
柄があると思う｣が高い傾向を示したが､調査した時期
とカリキュラムの進度の違いにその要因があると考え
る｡
4.自己教育力の育成に向けて
今回の調査では､自己教育力に関して学年の進度に伴
う著明な傾向は現れなかった｡1年生は念願の大学入学
が決まり他者との交流が広まる時期であり､2年生は専
門科目の開講や見学実習の開始による夢の具体化の時
期､3年生からは臨床実習や地域実習による看護実践の
経験から､より現実的な希望のもとに学生自身で学んで
いると推察した｡
看護職を目指して入学した学生の中には､適正への不
安や患者との関係性に悩み､進路に迷う者が増えている｡
問題解決能力､自己学習能力､状況判断能力は､大学卒
業時に身につけていてほしい能力であるが､目の前の問
題や状況について個々に解決できない学生に対し､学生
自身が学習への手応えや目標をもって学べるような支援
の必要性を感じた｡
今回の調査は対象施設が1つであることや､養成施設
によってカリキュラム進度が異なることから一般化はで
きない｡今後は学生の自己教育力の育成に向けた具体策
の検討を課題とする｡
V.結 論
看護大学生の自己教育力を希望進路選択に関して横断
的な調査をした結果､以下が明らかになった｡
1.自己教育力調査項目で学年間に有意差があったもの
は ｢将来､他人から尊敬される人間になりたい｣｢他
人にばかにされるのは､がまんできない｣｢他人か
ら欠点を指摘されると､自分でも考えようとする｣
｢何をやってもだめだと思う｣｢自分にもいろいろ
取り柄があると思う｣の5項目であった｡
2.自己教育力合計点 ･各因子の得点において､学年間
に差はなかった｡
3.最終希望進路は全学年で看護師希望者が最も多いが､
専門科目の開講や臨床実習に伴い､看護師以外に
も興味を持つ時期があり一時的に減少するが､4
年生で再び増加していた｡
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アンケー トへ協力-のお願い
学校教育では､生涯学習の基礎力といわれる自己教育力の育成が教育の目的のひとつになっ
ています｡看護教育でも､専門性を高めるうえで自己教育力は重要とされています｡この研究
では､看護系大学生の自己教育力の現状を把握し､看護教育における自己教育力の育成のため
の基礎資料となることを目的としています｡
この調査で得られたことはこの研究目的以外にはいっさい使用することはありません｡アン
ケー トへの回答をもって調査に同意を得られたものとします｡不明な点は下記の調査者にお問
い合わせ下さい｡
Ⅰ.あなた自身のことをおたずね します｡
2.年
??
3.性 別
4.入学形態
? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?
?
?
?
?】
2年, 3年, 4年 )
男 ･ 女 )
1年次入学, 編入学, その他 :
Ⅱ.進路希望のついておたずね します｡( 該当する項目にOをつけて下さい｡)
1.当校の入学の意思決定は､最終的に誰が決めま したか｡
( ) 自分 自身
( ) 自分以外 (家族 ･親類 ･友達 ･先生 .恩師など)
2.卒業後の進路 (就職､進学など)について考えていますか｡
( ) 常に考えている
( ) 時々考えている
( ) 全 く考えたことがない
3.卒業後の進路はいつまでに決めたらよいと思いますか｡数字を記入 して
下さい｡
大学 ( )年の ( )月まで
4.卒業後の進路の意思決定は､誰が決めると思いますか｡
( ) 自分 自身
( ) 自分以外 (家族 ･親類 ･友達 ･先生 ･恩師など)
5.最終的な希望進路 (キアリアアンカー)は何ですか｡ 1つだけ○をつけ
て下さい｡
看護師 保健師
看護管理者 看護教員
看護職 として開業
助産師 認定看護師
看護研究者 養護教諭
その他 (
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Ⅲ.自己教育力についておたずね します｡
下記 30項目について ｢はい｣｢いいえ｣のいずれかに○をつけて下さい｡
質 問 項 目 はい いいえ■
1. 私は､将来､他の人から尊敬される人間になりたいo
2.私は､自分のよくないところを自分で考え直すよう､いつも心がけているo
3.私は､今のままの自分ではいけない､と思うことがある｡
4.私は､自分の能力を最大限にのぱすよう､いろいろ努力したい○
5.私は､自分の考えや行動が批判されても腹を立てない○
6. 私は､他の人にばかにされるのは､がまんできないo
7.私は､たとえ認められなくても､自分の目標に向かって努力したいo
8.私は､●自分のよいところと悪いところがよくわかっている○
9.私は､ときどき自分がいやになる○
10.私は､自分でなければやれないことをやってみたいo
ll.私は､他の人から欠点を指摘されると､自分でも考えてみようとするo
12.私は､何をやってもだめだと患うo
13.私は､自分がやりはじめたことは､最後までやりとげたい｡
14.私は､できるだけ自分をおさえて､他の人にあわせようとしているo
15.私は､自分のことをはずかしいと思うことがあるo
16.私は､社会に出てよい仕事をし､多くの人に認められたい○
17.私は､腹が立つてもひどいことを言ったりしないように注意 している○
18.私は､今の自分が幸せだと患うo
19.私は､自分の希望するところ (就職先､進学先)に､何とか入りたいo
20.私は､疲れているとき何もしたくないo
21.私は､自分のやる事に自信を持っている方だと患うo
22.私は､いったい何のために勉強するのだろうか､いやになることがあるo
23.私は､テレビを見てしまって､勉強がやれないことが多い○
24.私は､生まれ変わるとしたなら､やはり今の自分に生まれたいo
25.私は､ぼんやりと何も考えずに過ごしてしまうことが多いo
26.私は､ちょっといやなことがあると､すぐに不機嫌になるo
27.私は､今の自分に満足 している○
28.私は､人の一生は結局偶然のことで決まると思うo
29.私は､いやになった時でも､もうちょっとだけ､もうちょっとだけ､
がんばろうとする.
ご協力ありがとうございま した｡
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